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湯沢町商工会女性部 販売価格 3,800円（税込･送料別）

テーマ 「越後魚沼こだわりの逸品」

コンセプト 越後魚沼でしか入手出来ない逸品を皆様に。
雪国の気候、土地、清流が育んだ大変貴重な
大沢コシヒカリです。限定栽培の幻の〆張り
餅は艶と伸びがあり絶品。国内産そば粉を石
臼引きにこだわった香り豊なお蕎麦です。

産品の詳細 ・魚沼塩沢産こしひかり（2kg）・まぼろしの
〆張もち（500g）・石臼挽き妻有そば（2把）・
妻有そば（3把）

山古志商工会女性部 販売価格 3,000円（税込･送料別）

テーマ 「山古志より贈り物『かぐらなんばん』づくし」

コンセプト 山古志「愛」のいっぱい詰まった商品を全国
の皆様へお届けします。どの商品も越後山古
志特産かぐらなんばんのほど良い辛さと旨味
がマッチし、ご飯にそしてお酒のおつまみに
最高です。女性部お勧めの商品を是非、ご賞
味ください。

産品の詳細 ・かぐらなんばん（みそ1瓶・甘煮１瓶・う
ど神楽１瓶・カラうま１袋・一味赤とうがら
し１瓶・一味青とうがらし１瓶）

味方商工会女性部 販売価格 3,500円（税込･送料別）

テーマ 「なつかし〜い味らて!!」

コンセプト 地場産の野菜を使ったきんぴらだんごやたい
菜入ミニパンは絶品。フルーツソースの瓶詰
め、あん玉、きなこねじりのお菓子、そして
色どり豊かな布ぞうりは、なつかし〜いの一
言です!!

産品の詳細 ・きんぴら笹だんご（5個）・たい菜きんぴら
入りミニパン（2個）・キャラメルパン（1個）・
フルーツソース（ぶどう・いちじくソース/
各1瓶）・越後駄菓子（あん玉＆きなこねじり・
黒ゴマきなこ/各1袋）・布ぞうり（1足）

津南町商工会女性部 販売価格 3,950円（税込･送料別）

テーマ 「おら何処でお茶のみしねかい」詰めきれない津南の自慢

コンセプト 気の合う仲間や、ご近所さんとの楽しい語ら
いにより花が咲くように、懐かしい香りの
する津南町の特産品・名産品をお届けしま
す。越後津南の風と陽の味と香りでリフレッ
シュ!!

産品の詳細 ・山ぶどう羊羹（1本）・とちの実せんべい（1
袋）・ふき味噌せんべい（1袋）・津南のひま
わりサブレ（1袋）・草餅（1袋）・白餅（1袋）・
青豆きな粉（1袋）

※布ぞうりの画像の
　色・柄は一例です。
　お届けする商品の
　色・柄は、当女性部
　お任せとなります。

　「ふるさと小包グランプリ」は、商工会女性部による地域の産品を利用した「小包」を企画製作することで、
女性部員同士の結束力向上、地域のＰＲ、自分たちが生活する地域の魅力再発見を目的とし、昨年度より全女性
連で実施された事業です。
　当県からは、味方・山古志・湯沢町・津南町の各商工会女性部から応募があり、そのうち、１次審査を通過し
た湯沢町商工会女性部の小包が、第1１回商工会女性部全国大会（岩手大会）の会場にて展示され、審査が行わ
れました。当県女性連のホームページにも掲載してあります。
　次年度も継続して事業が実施されるので、奮ってご応募ください。
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ワ
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若
い
部
員
で
発
足
し
た
部
も
、
三
十
一
回
の
総
会
を
重
ね
、
各
々
事
業
主
、

事
業
主
の
伴
侶
と
し
て
、
事
務
方
や
店
員
等
と
し
て
家
業
を
支
え
、
家
庭
内
に

あ
っ
て
は
、
親
子
さ
ん
や
幼
い
孫
の
面
倒
を
み
る
な
ど
、
大
黒
柱
と
し
て
大
事

な
年
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
実
施
し
て
い
る
事
業
に
は
、
二
十
年
以
上
続
い
て
い
る
も
の
が

多
く
あ
り
ま
す
。
無
理
せ
ず
、
強
制
せ
ず
、
気

持
よ
く
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

ま
た
女
性
部
と
の
縁
が
途
切
れ
な
い
よ
う
に

と
の
思
い
か
ら
、
全
員
参
加
で
き
る
よ
う
、
日

程
を
工
夫
し
、
自
宅
で
協
力
で
き
る
事
業
も
あ

り
ま
す
。
少
人
数
の
小
さ
な
部
で
す
の
で
、
身

の
丈
に
合
っ
た
範
囲
で
地
道
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
多
忙
な
部
員
ば
か
り

な
の
で
、
全
員
集
合
と
は
な
か
な
か
い
き
ま
せ

ん
。
新
年
会
や
日
帰
り
旅
行
等
楽
し
め
る
時
だ

け
で
も
大
い
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
世
の
中

は
不
況
の
最
中
、

女
性
部
持
ち
前
の

明
る
さ
、
辛
抱
強

さ
で
苦
境
を
乗
り

切
り
、
次
の
代
へ

う
ま
く
家
業
が
渡

せ
る
よ
う
に
願
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

川
口
町
は
魚
野
川
と
信
濃
川
の
合
流
点
に
あ
り
、
風
光
明
媚
な
所
で
す
。

　

現
在
女
性
部
の
会
員
は
二
十
六
名
。
美
化
と
出
店
、
二
つ
の
委
員
会
で
構
成

さ
れ
、
そ
の
他
に
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
一
年
中
や
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ

り
ま
す
。
部
員
が
少
な
い
分
、
一
人
ひ
と
り
に
責
任
感
が
あ
り
、
何
か
や
ろ
う

と
す
る
時
は
ま
と
ま
り
が
良
く
、
商
売
屋
の
女
将
さ
ん
パ
ワ
ー
を
存
分
に
発
揮

し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
四
月
か
ら
十
一
月
の
間
、
毎
月
開
催
さ
れ
る
本
町

通
り
復
興
ふ
れ
あ
い
市
に
鮎
飯
や
お
好
み
焼
き
を
出
店
。
ま
た
、
国
道
一
七
号

線
沿
の
歩
道
に
ベ
ゴ
ニ
ア
を
植
付
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
当
番
で
水
遣

り
等
の
管
理
を
し
て
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
夏
の
川

口
祭
り
で
は
、
音
頭
取
り
の
中
心
に
立
ち
、
練
歩
き
の
先
頭
と
し
て
女
神
輿
を

統
率
し
て
い
ま
す
。
昭
和
62
年
か
ら
始
ま
っ
た
川
口

の
女
神
輿
は
、
当
初
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
で
し
た
。
発
砲

ス
チ
ロ
ー
ル
製
を
経
て
、
現
在
は
小
さ
な
神
殿
を
か

た
ど
っ
た
朱
色
の
神
輿
と
な
り
歴
史
も
長
く
な
り
ま

し
た
。
女
だ
け
の
神
輿
は
大
変
珍
し
い
そ
う
で
、
県

内
は
元
よ
り
県
外
か
ら
も
お
越
し
頂
き
“
元
気
と
優

美
と
艶
や
か
さ
”
を
見
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

五
年
前
の
中
越
地
震
で
は
「
も
う
商
売
は
だ
め

だ
！
」
と
思
っ
た
部
員
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
全

国
の
女
性
部
の
仲
間
に
励
ま
さ
れ
て
活
気
を
取
り

戻
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

部
員
一
同
大
変
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。

　

川
口
町
は
田
舎
で
す

が
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

近
く
を
通
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ

お
立
寄
り
下
さ
い
。

下 越 地 区

中 越 地 区
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女
性
部
の
活
動

選
手
の
皆
さ
ん

「
味
噌
ど
う
ぞ
」

浦
川
原
商
工
会
女
性
部 

部
長

村
　
松
　
恵
　
子

佐
和
田
商
工
会
女
性
部 

部
長

中
　
山
　
暉
　
子

　

私
た
ち
の
住
む
浦
川
原
区
は
国
道
二
五
三
号
線
沿
い
に
あ
り
、
上
越
市
の
中

心
部
に
比
較
的
近
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
た
ち
女
性
部
の
活
動
は
、
地
域
の
祭
り
へ
の
協
力
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
青

年
部
と
共
同
の
売
店
で
販
売
す
る
手
作
り
の
炭
火
焼
き
鳥
は
、「
商
工
会
の
焼

鳥
」
と
し
て
大
評
判
で
、
い
つ
も
早
め
に
売
り
切
れ
ま
す
。
区
内
の
三
つ
の
介

護
施
設
等
へ
の
訪
問
で
は
、
入
所
者
の
皆
さ

ん
の
笑
顔
が
私
た
ち
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

合
唱
の
会
「
う
た
っ
娘
会
」
を
作
り
、
地
元

の
先
生
か
ら
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
、
歌
を

楽
し
み
、
施
設
訪
問
の
時
に
も
歌
わ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

　

七
月
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
研
修
会
で
、

「
か
ん
て
ん
ぱ
ぱ
」
の
伊
那
食
品
工
業
㈱
塚

越
会
長
様
の
「
社
員
を
幸
福
に
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
の
住
民
も
幸
福
に
す
る
会

社
で
あ
り
た
い
。」
と
の
講
演
を
お
聞
き
し
、

女
性
部
研
修
旅
行
で
会
社
を
訪
問
し
て
お
話

の
内
容
を
実
感

し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
女
性

部
も
地
域
の
幸

福
の
た
め
に
少

し
で
も
お
役
に

立
て
た
ら
、
と

思
い
を
新
た
に

い
た
し
ま
し
た
。

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
四
月
部
長
に
選
任
さ
れ
、
一
年
生
の
私
は
春
の
恒
例
「
プ
ラ
ン
タ
ー
の

花
植
え
」
か
ら
女
性
部
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
女
性
の
特
性
を
活
か
し
、
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
五
月
に
開
催
さ
れ
る
自
転
車
で
の
佐
渡
一
周
イ
ベ
ン

ト
の
「
佐
渡
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
」
で
は
、
佐
渡
各
地
の
商
工
会
女
性
部
と
協
力
を

し
て
、
佐
渡
特
産
品
に
よ
る
“
え
び
汁
”
と
“
す
り
み
汁
”
を
三
千
食
用
意
し
、

ゴ
ー
ル
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
ま
し
た
。

　

本
来
で
す
と
、
佐
渡
の
新
緑
と
風
光
明
媚
な
景
色
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
は
ず
な
の
で
す
が
、
当
日
は
、
最
悪
の
荒
天
で
選
手
た

ち
は
雨
と
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
、
温
か
い
味
噌
汁
に
お
に
ぎ
り
を
入
れ
、
雑
炊

に
し
な
が
ら
「
美
味
し
い
、
美
味
し
い
」
と
言
っ
て
お
代
わ
り
を
し
、
私
た
ち

女
性
部
の
さ
さ
や
か
な
お
も
て
な
し
に
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
で
感
謝
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
四
十
五
年
振
り
と
な
る
国
体
「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」
が

本
県
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
佐
渡
も
軟
式
野
球
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
会
場

を
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日
の
両
日
、
朝
早
く
か
ら
部
員
の
食
堂
の
キ
ッ
チ

ン
を
お
借
り
し
て
、下
ご
し
ら
え
を
し
た
定
番
の「
す

り
み
汁
」
を
軟
式
野
球
の
会
場
と
な
っ
た
「
佐
和
田

つ
つ
じ
ヶ
丘
球
場
」
に
運
び
込
み
ま
し
た
。
休
憩
所

の
テ
ン
ト
の
中
は
ス
タ
ッ
フ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着

た
女
性
部
が
、
選
手
の
皆
さ
ん
や
関
係
者
の
皆
さ
ん

に
、
温
か
い
味
噌
汁
を
提
供
し
、
フ
ァ
イ
ト
の
あ
る

プ
レ
ー
を
後
押
し
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
も
ま
た
、
風
が
強
く
、
砂
ぼ
こ
り
に
選
手

や
高
校
生
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
、「
裏
方
」
と
し
て
支
え
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
商
工
会
女
性
部

と
し
て
地
域
振
興
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上 越 地 区

佐 渡 地 区
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部員増強運動＆商工会カード必携推進運動のお願い

　県女性連では、部員増強運動を実施しています。部員増強運動の締切は平成22年3月31日となっております。成
績優秀な女性部に対して、平成22年度県女性連通常総会において表彰式を行います。また、全国的に優秀な女性部に
つきましては、平成22年度商工会女性部全国大会（茨城大会）において表彰されます。各女性部での積極的な取り組
みをお願いします。

商工会女性部カードを持ちましょう！

〜女性部にいいこと〜
1　「商工会カード」を持つだけ、利用するだけで、各種手数料が
　　商工会等の収入になる！
　　① カード1件発行につき取りまとめ手数料500円
　　② 国内ショッピング取扱いについても手数料収入になる！
2　「部員証」が無料で作成できる！

女性部員証「商工会カード」は、セゾンカー
ド機能に、部員証機能と「商工会サービス
加盟店」でのご優待がついて、さらに女性
部にも還元されるお得なカードです。

年会費
永年無料

女性部員が商工会会員、青年部

員、職員分のカードを勧誘した

場合も紹介者である女性部に、

1件500円の提携手数料が還

元される♪

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　本誌の発行に際しまして、ご多忙の時期に関わらず、ご寄稿等ご協力頂きました皆様方に心から感謝申し上げます。「し
なの川」も本号で55号となりました。
　今後も充実した誌面内容になるよう各女性部の皆様のご協力をいただきながら、がんばってまいりますので、掲載希
望等がございましたら、事務局までお申しつけください。今後ともよろしくお願いいたします。
 【編集委員】
 　（県女性連正副会長）　　末武栄子・五十嵐芳枝・金子トシ子・中嶋千代子・奥田富子
 　（事務局）　　　　　　　新潟県商工会連合会組織指導課「しなの川」担当係
 　　　　　　　　　　　　電話　025−283−1311　　FAX   025−285−1252

あとがき�•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

次年度の県女性連事業を下記のとおり予定しております。各女性部の事業計画のご参考に

してください。

・5月下旬	 通常総会

	 女性部長等研修会主張発表大会（県大会）

・7月8日㈭〜9日㈮	 関東ブロック商工会女性部交流研修会（山梨県）

・11月	 第12回商工会女性部全国大会（茨城大会）

平成22年度　県女性連事業予定について
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